
rS一「t
Advane・d Te e C O m m u n に l・0 n S R e l e a r c h l n s・tut・ l l t・r・・l o n a

S S N  0918-6573

ATR Jl【iu世MfR品l



<表紙解説>

、'11?て l,1t先開発中のCOM I & C S ( C o m p u t o r Orga n l zed
?I edla I n t c g r a t1o n  & Com m u n lc a tio n  S y s t c m ) て

イ'lつたイ'1品例です。 キーホー ト来言1Sを使つて1由1lll1の文 f を

l,中l'.Kさ せ る こ と か て き ます 。.1しくは関連.i'1 1 イ メ ー .,
を lム え る  をこ ,:L ト さ い 。

e研究動向紹介

〇短信

e ト ピ ッ ク ス

uf iを使う11 ん  l i

生物学的 1 1:f報通イr1 システムイ1JF究のすすめ
l'11新的アーキテクチャの創出を l 1指して

1,fi rf ,11 っ て い っ た い ? ?

8

f l11

12

第 - l,,1ATR M IC ART - Sc,cncc - A T R ワークショップを開 f存- 1l 3

第5l ''1人1 _生命 l l i際会,1義 (A r t,1 ,c,a l L, fc  V ) を 後 接 14

llf i」1・、1公開111年-14人と して科字技 '11l、」セ ミ ナーを 開 f者1

e報道発表

eA T R株主総会開催

e学研都市あれこれ  キヤ ノンエコ ロジー イ,J十究所 一方l111

〇研究成果展開 ィ,fF究成果 -91i を作成

N T T 情 報館 l P L A - N E T 、1 で i1J f究成果を展示

e登録特許の紹介

e受賞

eイぺント力レンダー

e所員往来

f5

1l1l

16

17

119

20

21

21

22

22





代表取締役社長就任にあたって

(株)国際電気通信基礎技術研究所

代表取締役社長  三 浦  一郎

去る  6月2 1日に開催された株主総会・取締役会でATR- I の社長に就任いたしました。  研究所関係の仕
事に携わるのは初めてであります。郵政省の (旧 )電波監理局審議官の時、電波研究所(現在の通信総合研

究所)  の予算を手がけたことがありますが、  これを以て研究所関係の仕事をやったことがあるというのは強

弁に過ぎ るで し ょ う 。  しかし、 研究への関心とその重要性に関する認識は十二分に持つているっ も り でお り

ます。 できるだけ早く仕事の中身を把握し、  速やかに対応していきたいと心がけております。

AT Rの事は、設立の頃から、多少、耳にしておりました。

私は、昭和57年から5 8年まで、僅か1年でありましたが、近畿郵政局長として在勤いたしました。その時、

関西財界関係の会合に時々顔を出させて貰いましたが、 当時の関西財界の最大関心事、 最大テーマは、 関 西

経済の地盤沈下ということでありました。私は戦前に小学生時代を送つた者でありますが、その時の教科書

には、  水の都、 煙の都として活気溢れる大阪が紹介されていたのを記憶しています。  その大阪を中心とした

関西経済は当時の日本経済全体を牽引していたと言えるでしょう。

然るに、  戦後の日本経済は、 政府の主導する関東経済に重点が移り、 民間主導型の関西経済の比重は転落

を続け、 私の着任頃には、 関西経済は、 関東に対抗するどころか、  日本のーローカル経済圏に過ぎないもの

になっている とい う危機感がみなぎってお り ま した 。  そのため、  関西財界の各会合で、 関西経済再浮上のた

めの議論が活発に行われ、様々のプロジェク トが提案されておりました。それらのプロジェク トの中から実

現に移された大きなものの一つが関西国際空港であり、 他の一つが、 関西文化学術研究都市であったわけで

あ り ま し ょ う 。関西経済を活性化するために、ハー ド ウ ェ アへの投資だけでなく、知的なもの、根元的なも

のへの投資として、 関西文化学術研究都市が構想され、実現に移されたことに、  当時の関西財界の心意気が

見えるよ うに思います。

A T R は 、  電電公社民営化に伴う株式配当資金の活用によるものであり、  それ自体は関西経済活性化に直

接のっながりはありませんが、  関西文化学術研究都市構想とのめぐり合いにより、  政府と関西財界との思惑

が一致してできた幸運な所産であると思います。

私自身は、ATRの創生には、関わっておりませんが、関西在任当時、関西財界の方々が、真剣に討議さ

れたプロジェ ク トの所産の一つである A T Rに勤務するこ とになったこ とについて 、当時の模様を懐かしさ

と尊敬の念を以て想起するものであります。

A T Rは、本年3月、 1 0周年を迎えたと承知しております。私としては、A T R以前の関西財界の各種構

想の段階に触れたのみでありますが、  A T R と し て は、 その設立に至るまでの経緯とその後10年に及ぶ研究

の歴史とを持つているわけであります。今、私の手元に  “ A T R ジ ャーナル10周年記念特集号” が あ り ま す

が、  この間における関係の方々のご努力とご苦心が、 まざまざと浮かび上がって参ります。  深い敬意を表す

るものであります。

しかし 、研究所の使命は永久的なものであります。常に前進 ( I mme r  v o r war t s ) の精神を以て、独創

的な基礎研究を着実に行うのが、  A T R で あ る と思います 。  A T Rの一層の前進のために微力を盡くすべく

皆様方のご協力をお願いするものであります。
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副社長に就任して

(株)国際電気通信基礎技術研究所

代表取締役副社長 酒井  保良

去 る  6月21日の株主総会および取締役会にて、 A T R- I の代表取締役副社長に就任いたしま した。 あわせ

て、  R & D 4社の会長と成果管理会社4社の社長を兼任いたします。  どうぞよろしくぉ願い申し上げます。

A T R との係りで思い出しますのは、  前任の葉原顧問 (前副社長)  との発足準備段階でのNTT社内での議

論です。 たしか研究者の異動 (出向、復帰)  と工業所有権の帰属にっいてだったと記憶しております。

最近では、  10周年記念式典に参加させて頂き、 熊谷先生のご講演やご来賓の方々のご祝辞を聞かせて頂く

と と も に 、 A T R ジ ャーナル1 0周年記念特集号をじっくりと読ませて頂きました。

ATRの4つの基本理念(基礎的独創的研究、産学官共同研究、国際社会貢献、関西学研都市の中核)、

日裏相談役 ( 前社長 ) が 掲げ られた 3 つの目標 ( 自由 ・ 創造 、 ユ ニー クな人材 ・研究、活気と楽しさ ) 、葉

原顧問が模索されたキャ ッチフレーズ ( 人 に学ぶ 、  ト ラ ン ス デ ィ シ プ リ ナ リ 、 一 ) な ど な ど 現 在 の A T R 構

築のベース と な ったマネー ジ メ ン ト ポ リ シーは実に素晴しいものであり、  こ れ か ら も こ れ ら を し っ か り と 継

承し、 2 1世紀に向けて更に大きく発展させるべく努力していきたいと考えています。  併せて、  熊谷先生ご指

摘の 『企業では行うこ とのできない基礎研究を行う企業 』  と い う位置付け論にっいても、  じ っ く り と 取 り 組

む所存ですので、 皆々様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

A T Rのこの1 0年間の発展は、驚異というほかありません。  この間の諸先輩並びに関連各方面の方々のご

努力が、並み大抵のものではなかっただろ う とい う こ とは 、容易に推測できます。  もちろん、この発展の原

動力は、 研究現場の研究者の方々であったということは言を待ちません。  今回、 本職に就任するにあたり、

諸先輩の方々から、 『これからの10年が大事だよ』  という意味の励ましのお言葉を頂きました。  そのプレ ッ

シャ ーに 、身の引 き締ま る思い と 、 大いな る  “ や り が い ” を 感 じ て い る と こ ろ で す 。  とは言いましても 、

AT R運営に関します新任副社長としての理念や方針を具体的に打ち出すには、  いま少しのお時間を頂きた

いと考えています。  それは、 これまでの経験から、  『研究現場の現状を勉強し、 それを実感として十分に理

解する こ とが先決 』  と考えているからでございます。  この意味で、 A T Rに関心を持って頂いている諸先生

方やご出資頂いている各社のR&D担当の方々ならびにATR社内の研究者の皆様にご意見を賜わりたいと

考えていますので、  率直なご意見をお聞かせ下さいますようよろしくお願い致します。

大阪生まれの大阪育ちの私にとって、  30年ぶりの関西は、 実に懷かしくまた心楽しい思いでいっばいです。

関西にこだわりを持ちっつ世界を目指すA  T Rの姿勢に、 かっての堺や大坂の商人魂を感じています。 彼等

が持つてい た  “ し なやか さ ”  と “ し たたか さ ”  は、 これからのA T Rに最も役立つ精神構造のような気もし

ます。

歴史と文化を大切にしっつ、より多くの人々が、明るく楽しく活き活きと暮らせるための通信基盤の構築

を目指して、  研究現場の方々と一丸となって頑張りたいと考えています。

なにとぞよろし くお願い致します。
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e研究動向紹介

イ メ ー ジを伝える

(株 ) A T R知能映像通信研究所

第 3研究室

井上 誠喜

コンピュー タ技術や通信技術、 マルチメディア技術の進展に伴い、 文字や数値だけでなく、 音楽や映像の

ような大量の情報も、素早くコンピュ一夕処理し、送れるようになりました。  しかし、本当に送りたいも

の、伝えたいイメージが相手に正確に伝わっているかは判りません。 当研究所では、 映像や音などのマル

チメディアを駆使して、伝えたいイメ ー ジを簡単にかっ効果的に表現し、伝送するための手法にっいて研

究を進めています。

[1i] こ ん な イ メージで一
「 こ ん な イ メ ージで、一つお願いしますよ」  「イ

メージがわかないなあ 」なんて会話をするこ とがあ

ります。  こちらの伝えたいイ メージを相手に伝える 、

こ れ こ そ コ ミ ュ ニ ケー シ ョンの本質ではないでし ょ

うか。従来の電話では、  「 J R大阪駅前で午後1時

に」 と い うふ う に 、声で用件を伝えていま した 。  し

かし声だけでは伝わらない情報も多くあります。た

とえば、  「顔は丸顔で、目はやさしく一 」 とい うよ

う に 、  人の顔を電話で伝えるのは困難です。 そのよ

うな場合、  1枚の写真がイメ ージを大きく膨らませ

る こ とができます 。動 く映像があればもっ といいで

し ょ う 。

しかし、電話がテレビ電話になり映像が送れ、 映

像や音の品質が上がっても、  必ずしも自分が伝えた

いイ メージを相手に伝えられる とは限りません。旅

行先のビデオを見せることはできても、  その時の感

動を人に伝えるのはなかなか困難なものです。

国 ィ メー ジを表現するには

画家や音楽家は自分の持 つて い る イ メ ー ジを絵画

や音楽の形で多くの人に伝えよう としています。そ

れに共感を覚える人たちが彼らの作品を買つ て い る

わけです。写真でなく絵画、自然にある音でなく作

り出した音、それらを通じて伝える側のイ メージを

より鮮明に伝える事ができるわけです。  たとえ写真

であ っ て も 、  自然の中のどの空間のどの時間を切り

出すかによって 、伝わるイ メージは異な り ます 。そ

こには種々のイメージ表現のための技法が存在しま

す。旅行先のビデオをただ見せるのではなく、編集

し 、 夕 イ ト ル を入れ 、音楽を入れる こ と に よ り 、 自

分が伝えたかった イ メージ 、  空の青さや砂浜の白さ

を強調するこ とができるわけです。

映像による イ  メ ージ表現は映画やテレ ビの世界で

即座に実現されている様に見えますが、  現状は、 イ

メージを即座に映像として表現できるわけではなく 、

一枚毎の画像をコンピュ一夕とは縁遠い専門家集団

が手作りする世界です。  コンピュ一夕も導入されて

いますが、機器のコン トロールが中心であり、その

コンピュ一夕の操作自身、専門家の手に委ねられて

います。 イ メージ表現とい う 、人の創造的活動をコ

ンピュ一夕がより積極的に支援できないだろうか。

コンピュー タや映像の専門家でなくても、  も っ と 簡

単に、  マルチメディアを駆使して自由に思い通りの

作品を作る こ とのでき るシステムはできないだろ う

か。それが我々の「イメ ージ表現 」 とい う研究テー

マです。

E] マルチ メデ ィ ア を駆使 して イ メージを表現する
マルチ メデ ィ ア と い う と 漠然 と 、 映像や音の こ と

と思われています。  しかし、 映像や音のどの部分が

どんなイ メージを表現できるのかを今一度考える必

要があります。人が何かを表現するときには、物の

形で表現したり、  色で表現したり、  動きで表現する

こ と も あ る わ け で す 。 我 々 は そ れ ら 1 つ 1 つ を メ

デ ィ ア と 考 え 、 そ れ ら メ デ ィ ア を 自 由 に操作 ( ハ ン

ド リ ン グ )  し 、組み合わせる ( イ ン テグ レー ト )  こ

と に よ り 、 マルチ メデ ィ ア を駆使して イ メージ表現

できるシステムを目指し、研究、開発を進めていま

す。具体的には、映像から動きや3次元情報などを

メデ ィ ア と して抽出する研究 、抽出した メデ ィアを

映像や音と と もにマルチメディア部品として蓄積、

管理するデータベース技術、 複数の メデ ィ アを自由

に組み合わせて新しい表現を作り出すメディア処理

技術、 そ し てューザの意図を敏感に察知してくれる

イ ン夕一フ ェース技術の研究などです。  また 、  それ
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図 1  C OM I & C S の構成 (いろいろな入力メディアを組み合わせてイメ ー ジを表現する )

ら研究を統合するシステムとして、  統合 メデ ィ  ア操

作環境COM I &C S ( C om p u t e r Or gan i zed  Med i a

I n t e g r a t i o n &C omm u n i c a t i on S y s t e m ) を提案

しています。

C O M I & C S は 、 ユーザ の 頭 に あ る イ メ ー ジを

いくっかのメディアを組み合わせて、多様なメディ

アの操作ツールを専門的な知識や熟練を必要とせず、

簡単に表現できる環境を提供します。図 1がその構

成です。 こ こ で は 、 コ ン ピ ュ 一夕 ミ ュー ジ ッ ク が 楽

器からの演奏情報で音源や音響効果を制御している

よ う に 、 形状や動きな どの入力 メデ ィ アに よ っ て 、

映像源、映像効果を制御します。楽器で音楽を演奏

するよ うに 、映像やマルチメディアを自由に演奏で

き る環境を提供し よ う と い う わけです 。図 2 は 、試

作した C O M I & C S の操作例です 。  この例では、

音楽用のキーボー ドを操作して、 音楽を演奏すると

同時に、 C G ( C o m p u t e r  G r a p h i c s ) で作った文

字のロゴを回転させています。  音階によって文字が、

鍵盤を押す力の強弱によって色や回転速度が変わり

ます。

入力はなにもキーボー ドのよ うな装置や機械であ

る必要はありません。  映像の中の物体の動きを入力

と す る こ と も で き ま す 。 た と え ば サ ッ カー シー ンで

の ボールの動きを入力 メデ ィ ア とす る こ と も で き ま

す。 ボールの動きに映像効果と心臓の鼓動音をっけ

てみ ま し た 。 ボールの位置がよ くわかる よ う にボー

ルの廻りを明るくするような映像処理を施し、  また、

ボールがキーパーに 近 づ く にっ れ て 「 ド ク ッ 、 ド

ク ッ 、 」 か ら 「 ド ク ド ク ド ク ー 」 と心臓の鼓動が高

鳴るよ うな作品を実現しました 。

一度作つた作品はどんどんイ メ ー ジデータベース

に 蓄 え ら れ て い き ま す 。 次 に 作 る と き に は 、 前 に

作つた作品を変更して、  素材を交換したり、  入出力

の接続を変更できます。  これは、  ワープロで、  一度

作つた文章を切り貼 り しながら新しい文章を作るよ

通信路

モニタ

スピ一 力

図 2  C O M I & C S 操作例

う な ものです。  簡単に言えば、  ワー ド プ ロセ ッサの

マルチメディア版です。  しかも演奏もできるマルチ

メ デ ィ ア プ ロ セ ッ サなのです 。

国 感性豊かな表現を目指して

と こ ろ で 、  マルチメディアを駆使して作品を作る

こ と がで き る よ う になって も良い作品 、気に入っ た

作品ができる とは限りません。映像と音を くっつけ

て も 、 合つていた り 、 合 わ なか っ た り し ま す 。 カ ラ

オケで音楽に合つていない映像をみることも多いの

ではないで し ょ う か 。映像か ら受け る イ メ ー ジ ( 印

象 )  と音から受ける印象が異なるためです。  また、

同じ素材を使いながら、  感性豊かな人はすばらしい

イ メ ー ジ を伝え る こ と ので き る作品を作 る こ と がで

き ます 。  C O M I & C S で は 、 マ ル チ メ デ ィ ア を 駆

使する道具を提供するだけでなく、  表現の専門家の

ノウハウや知識、感性を蓄積、管理し、専門家でな

い人に提供します。 そのための感性処理の研究とし

て 、  いろいろなメディアから受ける印象や人に感動

を与える要素、技法にっいての研究、つまり 「感性

とは何か 」  「感性デー タの収集」  「感性豊かな表

現」  にっいての研究も進めています。
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単語のつながりで言葉を聴きとる

一自然な話し言葉の音声認識を日指して一

(株 ) A T R音声翻訳通信研究所

第一研究室

清水  徹 、山本  博史、政瀧 浩和、匂坂 芳典

自分の国の言業を相手の国の言葉に変換する音声翻訳システムにおいては、会話調の話し言葉を即座に認識するこ

とが望まれます。 そこで、 大量の話し言葉のデ一夕から求めた単語のつながり易さの情報を用いることにより、 話

し言葉をほぼ実時間で認識することができる技術を開発しました。 この方法では、数千語を対象として、文法通り

に話されない会話も広く扱うことができます。

[ j] 自然な話し言葉の認識に求められるもの

相手がコンピュータであると気にせずに自由に話

し掛けることができて、  即座に自分の国の言葉を相

手の国の言葉に変換してくれたり、機械が自分の命

令を聞いてくれる。  多くの人が描いている音声認識

の イ メ ー ジ とはそんな と こ ろではないで し ょ う か 。

しかし、これまでの音声認識システムでは、厳しく制

限された語順通りに話さないと正し く認識するこ と

は不可能で、自由に話しかけるには程速い状態でした。

文の途中に 「あの一、 え一 と 」  と 言つてみた り 、

単語の間に適当な間をおいたり 、  必ずしも学校で

習つた文法通 りに話さない といった こ とは 、  自然な

話し言葉ではごく普通に行われていることですから、

話し言葉の音声認識では、  こ れ らの現象を広 く カ

バーするこ とが必要になってきます。また 、一文の

処理に何分もかかっていたのでは、  会話も途切れが

ちに な っ て ス ムーズには進まないでし ょ うか ら 、  即

座に認識を行 う こ とができ る といった処理スピー ド

も重要な要素のうちの一つです。

そ こで 、  私たちはどのようにすれば自然な話し言

葉を正確にしかも短時間で認識できるかを重要な研

究テーマとして取り上げています。

[2] 単語のつながり易さはなぜ必要か?

音声認識では、 発声された音声をあらかじめ記憶

された単語の音声辞書と照合することによって単語

を聞き分けています。  「あの一、 え一と 」  を言葉の

間に自由にはさんだり、  書き言葉の文法から外れて

も良いとなると 、照合すべき単語の数は大きく增加

します。たとえば、ホテルのフロン トにお客が電話

を掛けたという想定で、  「 え一と、予約をおx  x x

します。 」 と喋つた と し ま す 。  これまでの認識シス

テムでは、  「 を 」 と くれば次に来る単語は動作を表

す単語であ ろ う と い う こ と で 、  「お聞き、 お支払い、

お尋ね、お電話、一」といった単語だけを照合して

いれば良かったのですが、 必ずしも書き言葉の文法

に従わな く て も よ い と す る と 、  「予約をお安い部屋

で 」  「予約を恐れ入りますが」  「予約を小野です

が 」  といった単語のっなが り も あながちあ り得ない

とは言えません。  あ り得そうな単語のっなが り を全

て認めてしま う とその組合せ数は膨大になってしま

います。 このような膨大な単語の組合せの計算を実

時間で行 う こ とは 、現在のワー ク ス テーシ ョ ン の計

算能力ではとても無理です。

この間題を解決するため、  単語がっながるかっな

がらないかの二者択一ではなくて、  つなが り 易 さ を

確率として与え、  確率の低い単語に対しては照合の

計算が起こ り難いよ うにするこ とが音声認識では良

く行われています。  確率の値は大量の話し言葉の

デ一夕から求めます。  連続する単語の二つ組から確

率を計算するものをバイグラム、  単語の三つ組から

計算する ものを ト ラ イ グ ラ ム と呼んでいます 。た と

えば、  「を 」 に 「お願い 」がっながる確率は0. 4 、

「お値段」 がっながる確率は0 . 0 5という具合に数値

を振 つて い き ま す ( 図 1 ) 。  ( この数値は説明用に

筆者が与えたもので、  実際の話し言葉の確率とは異

なります。 )

図 1 単語のっながり易さを与えて膨大な単語の組

み合わせに対処する



i3] 一つ一つの音を聞きながら徐々に単語を絞つて
ゆ く

しかし、 単語のっながり易さの確率を与えただけ

では、 まだまだ多くの単語を照合する必要がありま

す。 さらに照合に要する計算を減らすにはどうした

ら 良 い で し ょ う 。 た と え ば 、  「 お値段 」 と 「 お願

い」は、平仮名で記述すると 「おねだん」  「おねが

い」と 「おね」までは共通の発音です。  「おね」の

次が 「 だ 」 で あれば 「お値段 」 、  「 が 」 で あ れ ば

「お願い」 に な り ま す 。 そ こ で 、  「 おね 」 ま では

「お願い」と 「お値段」の2つの単語は区別しない

こ と に し ま す ( 図 2 ) 。  この方法では、単語の辞書

は木構造にな り ます 。ち ょ う ど国語辞典をひ く と き

に、 全ての単語の見出しにいちいち目を通すのでは

なくて、単語の先頭から一文字ずっ順にひいていく

のに似ています。  単語の数が数千語でも一音毎のっ

ながりの種類数は限られているので、  この方法であ

れば照合を高速に行 う こ と がで き ます 111。木構造

の辞書を用いた場合でも、  単語のっながり易さの確

率を用いることは容易です。図2の辞書では、各枝

に記されている確率値を木の根元の方から掛けてい

けば、図 1の確率と同じになるよ うに確率値が設定

されています。

図 2  単語の先頭から一音ずっ音声辞書を引いていく

[i] 単語のつながり易さを精度良く与えるためには
音声辞書と照合する単語の数を減らすために単語

のっながり易さを用いることを述べましたが、  つな

が り 易 さ を 精 度 良 く 求 め る に は ど う し た ら 良 い で

し ょ う 。 このためには、 よ り長い単語の連鎖を用い

る こ と が有効な場合があ り ます 。 た と えば 、図 2 に

示す「を 」 にっながる単語の確率を 「を 」ではなく

「予約を」 に し た と し ま す 。  「予約を」 に 「 お 願

い 」 がっながる確率は 「を 」 に 「お願い」がっなが

る確率よ り高 くな り ます 。  「予約をお願い一 」 とい

う文が頻繁に現れるならば「予約を」  と い う 単 語 を

辞 書 に 登 録 し た 方 が 良 さ そ う で す ( 図 3 ) 。 そ こ で 、

どのよ  う な単語を新たに登録すれば単語のっな が り

易さの精度が良くなるかを、  大量の話し言葉のデ一

夕から自動的に求める方法を考案しました 12l。 こ

の結果、 「致します」 「お願いします」 「なんです

が 」 と い っ た良 く使われ る フ レーズ を ま と め る と 単

語のっながり易さの精度が良くなるこ とがわかって

います。

1.0

図 3  長い単語を新たに登録してっなが り易さの精

度を高める

[li] さ ら に ス ビー デ ィ  一に正確に認識するために
私たちは、 自分の国の言葉を相手の国の言葉に変

換してくれる音声翻訳システムを実現するために必

要な、 より幅広い表現を即座に認識できるシステム

を開発しました 。 このシステムでは、これまでに述

べた手法以外にも、 単語と単語の区切りを正確に求

めることによって計算量を減らす手法や、不明瞭な

発声でも認識性能が極端に悪くならないよ うに 、聞

き取りにくい箇所の単語ははっきり決めずに聞き流

し、 明瞭に聞きとれた単語を参考にして後で決める

手法などを採り入れて、  ほぼ実時間の計算量で高い

認識性能を実現しています1 ] 。

参考文献

11 清水, 山本, 松 永 , 匂 坂 :  “単語グラフを用いた自由発語

音声認識”,  電子情報通信学会技術研究報告,SP95 - 88,,
pp.49 - 54(1995.12) .

21 政識 ,  松 永 , 匂 坂 :  “連続音声認識のための可変長連111111,統
計言語モデル” ,  電子情報通信学会技術研究報告,  SP95-

7 3 , p p . 1 - 6(1995.11 ) .
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頭を使うけん玉

( 株 )  A T R人開,l 1'1報通信イ1ff究所
第三研究室

宮本  弘之

私たちの研究室では、 計算論的アプローチ、 心理学・行動学の実験、 神経生理学的研究、 口ボテ ィ ク スの

実験の手法を用いて月111の情報処理の仕組みを明らかにしょうという研究力、行われています。本稿では、 ロ
ボットを用いた実験を紹介します。

[:1L] はじめに
私たちの日常生活の中での何気ない動作は、 1111111の
複雑な情報処理機構や運動制御機構のもとに行われ

ています 。た とえば 、テーブルの紙コ ツ プに手をの

ばして細み 、水を こぼ さ ない よ う に運んで ト レーの

穴に入れる、  と い った こ と です 。  これは人間にはと

ても簡単な作業です。  と こ ろが同じ こ と を現在のロ

ボッ トにやらせよ う とすれば大変な準備が必要とな

ります。上に挙げた例では、安定把持のために、操

作対象物の形状認識、 指先と対象物との接触面の決

定、  指先の形状の決定等がまず行われなければいけ

ません 。 さ らに 、紙コ ップを握りっぶ さ な い よ う に

触覚や力センサを用いた力のフィ ー ド バ ッ ク 制御 、

なめらかな移動のための軌道計画や、 ロ ボ ッ ト 自 体

だけでなく操作対象物との相関までも含めたダイナ

ミ ク ス ( 力 学的特性 ) の 考慮 も 必要 と な る で し ょ う c

工場で使われる産業用ロボッ トに作業をさせると

き、直接教示やティ ーチングプレ イバ ッ ク  (記録し

て再生する )等の教示方式が広く用いられます。工

場内等、 種々の条件を整えやすい作業環境のもとで

限定された繰り返し作業を行わせるときには、  それ

らの教示方式は有効です。 しかし、 外部環境の変動

や不確定性に対処することに関してはそれらの教示

方式だけではまだ不十分と考えられます。  見まねに

よる学習は、  それらの困難の解決に有効であると期

待されます。

本稿では、 筆者らの所属する研究室で行われた見

まねによるけん玉学習ロボッ トの開発例を紹介します。

[2] 見まねによるけん玉学習ロポッ  ト
ヒ ト腕の目標到達運動の制御問題は、 軌道計画、

外部座標から身体座標への座標変換、 運動指令の生
成の3つの基本的計算問題に分けることができます。

これらの計算間題には解決の難しい不良設定性が含

まれます。 まず軌道計画では、 手先の現在位置から

目標位置までの無数に存在する軌道のうちひとっを

決めなければなりません。  このとき手先の位置は視

覚によって得られるので 、  目標軌道は視覚の作業座

標で計画されると考えられています。次に、座標変

換では、  作業座標で計画された軌道を関節角や筋肉

図 1  双方向神経回路モデル

の長さ  といった身体座標に変換します。  この と き手

先の位置や向きが決まっても腕全体の姿勢は肘の位

置をどのよ うに もでき るので 、  身体座標は一意には

決まりません。最後に運動軌道を実現するための運

動指令を生成します。 運動指令は最終的には筋肉に

かかる力とな りますが、  人間の腕は主働筋と拮抗筋

との張力の釣り合いの変化で動く仕組みになってい

て 、  それぞれの筋肉にかける張力はどのような組合

せでもできます。このよ うに、上のそれぞれの問題

は解が一意に得られないという特徴があり、  解 く こ

とが難しいものばかりです。

上の 3つの基本問題は、ダイナ ミ ッ クな最適化原

理に基づく双方向神経回路モデル (図 1 ) で解決で

きます。 このモデルを用いると、  ヒ ト腕の運動軌道

データから運動の特徴を少数の経由点で抽出し、 経

由点から元のヒトの運動を精度よく再現する軌道が

再構成できます。 経由点は一種の情報圧縮とみなす

こ と がで き 、  運動の重要な部分 (けん玉の場合では

玉を引き上げる瞬間など )  が抽出されます。  私たち

は経由点を少し修正すると運動の結果が少し変化す

る とい う特性を利用してロボ ッ  トの運動学習に応用

しています。
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経由点を修正

0 経由点

ヒトの
デモンストレーション

ロボ ッ ト が
実行

運動軌道を再構成

図 2  見まねに よ る けん玉 ロボ ッ ト

図 3 サルコスアームを用いた実験

実験の概略を図2に示します。  制御対象はヒ ト 腕

と同じ7自由度を持つサルコスアームです。 玉が適

切な高 さに上が り 、受け皿の中にち ょ う ど入 る よ う

な角度で投げ上げられれば、 けん玉は成功します。

そのために、 まず、 経由点をいろいろ変化させたと

きの玉の動きを観察しておいて、 た と え ば  「玉をも

う少し高く上げるためには経由点をどう動かせばよ

いのか」 を調べておきます。  その情報を使つて玉が

う ま く上がるよ うに経由点を修正していきます。

ヒ ト の デモ ン ス ト レーションを計測して、サルコ

ス アームにけん玉をやらせる実験を行いました。  最

初はヒトのけん玉運動を単純にまねただけで、  ヒ ト

とサルコスアームの機械的な特性が違つた り 、  けん

の握り方の違いなどで、玉がうま く上がらず、けん

玉は成功しませんでした ( 図 3上 ) 。 経由点を学習

によ って修正 させてみる と 、  7回の繰り返しで玉が

う ま く 上 が る よ う に な っ て 、 け ん玉が成功す る よ う

に な り ま し た  ( 図 3 下 ) 。

[3] 今後の研究課題

けん玉では 、玉 を う ま く ほ う り 上げ る よ う に学習

を行い成功させるこ とができました 。現在、テニス

のサーブを実験課題として取り上げています。  テニ

スのサーブ と い っ て も 、  ラ ケ ッ ト にっけた皿の中の

ボールを一度ほ う り 上 げ て 、  落 ち て き た ボールを

打つて 、  2 メ ー トルほど先のゴールに入れる、 と い

う 単純な ものです 。 ラ ケ ッ ト の中心で打つ とい う こ

と と 、  打つた ボールをゴールの方向に飛ばすという、

2段階の学習が必要で、けん玉よりもかなり難しく

なっています。  人間がやって も なかなか う ま く で き

ない作業です。 これらの作業をロボッ  トに行わせる

試みを通じて、  新しい脳のモデルの構築や、 理論的

理解のために少しでも貢献したいと考えています。

9



1 0

e研究動向紹介

生物学的情報通信システム研究のすすめ

一革新的アーキテクチャの創出を目指して一

( 株 ) A T R環境適応通信研究所

第一イ1ff究室

松田  潤

だれもが真に豊かなコ ミ ュ ニ ケーショ ンライフを享受できる高度情報通信社会を実現するためには、 複雑で多様な

情報通信環境の下でもューザがそれを意識することなく自在に情報通信を利用することを可能にする元頭健で寛容な

情報通信システムが不可欠です。 そのため当研究室では、 システムが自律的に状況に合つた振る舞いをしたり、 さ

らには自らの構成・機能をも変えることのできる、 環境適応能力を備えた生物的情報通信システムの研究を進めて

います。

[:l] 情報通信環境の多様化
情報通信システムはいまマルチメディア情報通信

を指向 して 、通信ネ ッ ト ヮー クと情報通信端末の多

様化が急速に進んでいます。  多種多様な情報通信手

段の有機的なネ ッ ト ヮーキングによ り 、  いろいろな

情報通信アプ リケーションがっぎっぎに生まれ、  さ

らにこれに利用形態のパー ソナル化が重なって、  将

来の情報通信環境は極めて複雑で多様な様相を呈す

る こ と に な る で し ょ う 。 す なわち 、 様々な機能 、特

性を も っ通信ネ ッ ト ヮー ク 、 端 末 、 ア プ リ ケー シ ョ

ンを有機的に結合して利用しよ う とする と き 、経由

す る 通 信 ネ ッ ト ヮー クや使用する双方の端末の種類

とその性能 /負荷状況などによって、  使える情報通

信環境が様々に異なってきます。  場合によっては利

用中にも情報通信環境が時々刻々変化していくこと

も考えられます。  いろんな種類の端末を使って数人

の参加者が遠隔会議をするよ う なアプ リ ケーシ ョ ン

などではさ らに複雑な環境  (マルチパーテ ィ 通信環

境 ) に な り ま す 。 ま た 、 情報通信 アプ リ ケー シ ョ ン

のパー ソ ナ ル化に よ り 、 通信ネ ッ ト ヮー クや端末の

状況ばか りでな く 、 ユーザ個々人の多様な利用形態、

さ らにはそれらが出会 う こ とに よ り様々な情報通信

環境が現われます。

このように複雑でかっ、  いろいろに変化する不確

かな情報通信環境に対して、  ユーザ自身がその都度

対応を強いられるというのでは、  大きな利便性をも

たらす可能性を秘めたせっかくの情報通信システム

も限られた形態でしか利用できず、  多彩な情報通信

ア プ リ ケー シ ョンをだれもが自在に利用して真に豊

かな コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ラ イ フ を享受で き る社会は

実現されません。

そ こ で 、  複雑な情報通信環境をューザ自身がいち
いち意識しないで済むよ うに 、  その環境をューザ か

らで き る限 り隠廠してしま う技術 、  ユーザ に と っ て

不都合な環境を解消してしまう技術が必要になりま

す。以下では、それを指向した例として、システム

が自律的に状況に合つた振る舞いをした り 、  さ ら に

は自らの構成 ・機能をも変えた りする 、環境適応能

力を備えた生物的情報通信システムをいくっか紹介

します。

国 環境適応する通信ネッ  ト ヮーク

高度情報通信社会の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ と し て

の通信ネ ッ ト ヮー ク には 、 通信 ト ラ ヒ ッ ク 処理の効

率性と同時に、負荷変動やネッ ト ヮー クの故障、構

成変更などの状況変化に対して柔軟に適応して通信

ト ラ ヒ ッ クの疎通を確保できる頭健性、寛容性が求

められます。

それを実現するネ ッ ト ヮー ク アーキ テ ク チ ャ と し

て、  自己チューニ ン グ通信ネ ッ ト ヮ ー ク ( S T N :

Se l f - T u n i n g  N e t w o r k )  11 _ があります。  S T Nで
は、物理綱に大容量の伝送帯域、メモ リなどのネッ

ト ヮー ク リ ソー ス を配備 し てお き 、 ネ ッ ト ヮー ク 内

に分散配置した個々のリソース管理エー ジ ェ ン ト が

局所的な情報に基づいた単純なルールに従つて自律

的 、非同期的にネッ ト ヮー ク リ ソー スの貸出、返却

を行います。ちなみに、 A T M (非同期転送モー ド)

網ではV P / V C  ( 論理的な伝送パス /チャネル )  の

帯域幅を容易に変更することが可能で、  S T N を適

用するのに向いています。  こ の よ う な 個々の ェー

ジェン トの自律的で、局所的な振る舞いによ りネッ

ト ヮー ク リ ソースが配分される結果、効率的な ト ラ

ヒ ッ ク ネ ッ ト ヮー ク ( 通 信 ト ラ ヒ ッ ク を 疎通す る論

理網 ) が 形成 さ れ ます 。  S T N の ト ラ ヒ ッ ク ネ ッ ト

ワー ク形成過程は負荷変動やネッ ト ヮー ク故障など

の状況変化があっても、  新たな状況に対応した効率



的 な ト ラ ヒ ッ ク ネ ッ  ト ヮー クへ と ダ イ ナ ミ ッ ク に 変

化していける頑健性を持っています。

S T Nは生物の神経系におけるシナプス結合の可

塑的変化による神経回路網形成にヒントを得て考案

したアーキテ クチ ャで 、  神経インパルスに見立てた

通 信 ト ラ ヒ ックの流れ方によって結合部の伝達効率

が自律的に変化するよ うに した ものです 。  S T N の

頑健な環境適応能力が分散エージェントの自律動作

の結果として発現しているメカニズムは大変興味深

く 、  今後この観点からの検討を深めてその発現原理

を明らかにしていきたいと思つています。

El 環境適応する通信方式
つぎに視点を変えて、  情報通信利用時の問題にっ

いて考えてみます。

前にも述べましたよ うに、情報通信を利用する際、

使用する情報通信手段の組み合わせにより様々な情

報通信環境が現われます。 光アクセス網にっながっ

た高性能ワー ク ス テー ションを使って高速広帯域通

信が可能なューザや、  ワイヤレスアクセス網経由で

携帯型情報通信端末を使って狭帯域通信のみが可能

なューザなど 、  いろいろな情報通信手段を使つた 複

数のューザが違隔会議に参加して相互に実時間マル
チ メ デ ィ ア 通 信 を 行 う 場 合 、 ユー ザ 毎 に 使 え る リ

ソースの制約が異なるため、  それに応じた受信情報

のフィル夕リングが必要です。情報のフイ ル夕 リ ン

グにっいては、 ス ケーラブルな階層符号化を利用し

た方式が検討されていますが、  当研究室では、 情報

受信ユーザの多様な利用形態(品質要求) への対応

を考慮して 、 フ レキシビ リ テ ィの高いフイ ル夕 リ ン

グにっいて研究していきたいと思つています。  そ こ

では人間の視聴覚特性をうまく利用した符号化方式

を 使つたフ ィル夕 リングなども視野に入れています。

また、  通信効率や伝送エラ一率などの通信環境に

応じて、使用する通信プロトコルを自律的に変更・

調整したり 、通信プロ トコルが自ら新たな機能を獲

得して通信環境に、  よ り適合した新たな通信プロ ト

コルに進化したりする適応的通信方式の研究も、 複

雑で不確定な通信環境と関連して重要なテーマの一

つです。

[i] パーソナルェ一ジ ェ ン ト
情報通信システムにとって最も重要な環境であり

な が ら 、  適応するのに最も厄介なのが、  情報通信を

利用するューザ個々人です。 情報通信の利用形態は
各人各様であ り 、情報通信アプ リ ケーシ ョ ンのカス

夕マ イゼー シ ョンは究極的には、  ど こ か ら で もュー

ザ個々人が自分の使い方に合つた、  普段から慣れ親

しんだ環境で情報通信を利用できる真のパー ソナル

情報通信にまで行き着くのが理想です。

非同時性、 手軽さなどが受けて電子メ ールの利用

がいま爆発的に拡がっていますが、  電子メ ールの付

加機能については、 そのューザが電子メ ールをどの

よ うに利用するかによって多種多様な要望が出てく

るでし ょ う 。私の場合には、受信した添付ファ イル

の中身を見るためのアプリケー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム を

持ち合わせていなかったために物理的には受信でき

たフ ァ イルを読めなかった り 、  出張で数目間留守に

している間に溜まった種々雑多な電子メ ールに目を

通すのに骨が折れたり、  その中に急ぎの電子メ ール

が混ざっていて既に回答期限切れになってしまって

いた りで 、不便を感じる こ とが多々あ り ます 。急ぎ

の電子メ ールが着信したときには気を利かせて、  そ

れを出張先の私まで知らせてくれる  (電子秘書機能

の一つ)  などの機能があると助かります。

こ の よ う に、 ユーザ個々人の利用形態に合わせて

情報通信利用の面倒をみてくれるのが、  個人対応の

エー ジ ェ ン ト  ( パー ソナルェー ジ ェ ン ト ) 群 で す 。

今後、 情報受信側ユーザ主導の情報通信の重要性が

高まる中、  情報発信側と情報受信側のューザ要求が

競合するときに互いに交渉して競合を調整する機能

を も っパー ソナルェー ジ ェ ン ト な ど も必要にな るで

し ょ う 。[2 ]で述べた、情報受信ユーザの多様な品
質要求に対応して,1青報のフ ィル夕 リングを行 う機能

もパー ソナルェージェン トの一つと考えられます。

これ らのパー ソナルェー ジェント群が適応進化能

力 を も っ よ う に な れ ば 、 使 い 込 ん で い く にっれて

ユーザ個々人の使い方に合ってきて使い勝手がどん

ど ん よ く な っ て い っ た り 、  自ら新たな機能を獲得し

てューザ要求の達成度が向上したりする、  究極の

パー ソナル情報通信 ( U P T : U l t i m a t e  Per sona1

Te l e c ommun i c a t i o n s )  の 実 現 も 夢 で は な く な る

かも知れません。

様々な内的 ・ 外的環境に自律的に適応しながら、

ユーザ、個々人へのべス トサー ビスの提供を目指して

いく頑健で寛容な情報通信システムを実現するため

の革新的なアーキテクチャを創出すべく 、  生物学的

観点からの情報通信システム研究に取り組んでいます。

参考文献

.1i J . Ma t s u d a :  ”T h e  S e l f - T u n i ng N e t w o r k , ” P r o c . 6 t h

I n t e r n a t i o n a l  Ne t w o r k  P l a n n i n g  S y m p o s i u m ,  Budap e s t

( 1994 .9 )
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協調つてい っ たい ? ?
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フc ( 株 ) A T R知能映像通信研究所第2イ,ff究室 1f「 1・l11F究,l 、i

安部 伸治

A T R の皆 さん 、  お久しぶりです。  皆 さ ん が愛着 を感 じ る も の と い う の は き っ と  1 つ や 2 つではないで

し ょ う 。共通の愛着に関しては、特に会話も弾みます。仕事上の話題は言うに及ばず、 と りわけ “音楽 ”や

銭湯”  の話題は日常的でしたね。 さて 、  今日は少々趣向を変えて、 幼い頃の一風変わった想い出話しを幾

つかご紹介しまし ょ う 。 たまたま感じた強い愛着が故に、私が周囲から “浮いて し ま っ た ”  と感じた瞬間に

っいてです。 もちろん、  A T R ではそのよ う な こ と を感じた こ とはあ り ませんのでご安心を 。

体験その1  ( 夕 イ ト ル : 餅 つ き )  : 幼稚園児だった頃のこ とです。私が通つていた幼稚園では毎年、冬の

恒例行事の一環として餅つきが行われていました。  当日は皆、 空の弁当箱を持参し、 ついた餅が昼食代わり

です。 さ て 、  餅つき自体は良いのですが、 いざ、  ついた餅が園児たちに配られる段になると、  ウ ム を言わ さ

ず “あ ん ” が ま ぶ さ れ て し ま う の です 。  「一」。私は甘いもの、 と り ゎ け “ あ ん ” が 苦手 です 。 つ き た て の

餅の旨さは知っていました 。海 ;答を巻いた醤油味の餅をどれほど願った こ とで し ょ う 。 あ ぁ、 こ れ で も か と

言う程甘い餅との格闘の始まりです。  「塩コブがたべたい一 _1。 と こ ろ が 、  ふと周 りに目をやった私はガク
ゼン となってしまいました 。  何 と 言 う こ と か 、  私以外の園児たちは一人残らず大喜びしているではありませ

んか。 “ あ ん ” が嫌いな園児は 、 き っ と私一人に違いあ り ません 。本当にそ う だ ったので し ょ う か 。 そんな

こ と は 絶 対 に な い 。 き っ と も う -人 く ら いは複雑な思いで餅つき大会を迎え る園児が居た と 、 今で も固 く信
じています。

体験その2  ( タ イ ト ル : 花 火 )  :やはり幼稚園児だった頃のことです。黒い画用紙に析り紙を細かく貝占付

けて花火を描く、というお題が与えられました。先生が、1 0 c m程の長さの細長く切つた折紙を “ * ” 状 に 貼

付けた ものを 、例 と し て皆に示して くれ ま し た 。 はは ぁな るほ ど 、  とても奇麗です。私は私なりの解釈に

沿 っ て 、  さらに細かく切り刻んだ色とりどりの紙片を同心円状に幾重にも貼付けていきました。  その作品は

私な りに とても気に入ったものになるはずでした 。  さ て 、  作品もほぼ完成という段になって周りを見渡した

私はガクゼン となってしまいました 。  何 と 言 う こ と か 、  私以外の園児たちは皆、 先ほど先生が一例として示

した ( と 信 じていますが )  “ * ” 状の花火を作つているではありませんか。  ここで、敢えて個性を主張する

ほどのパワーはありません。罪悪感のようなものを感じた私は、同心円状の紙片を次々と力尽くで剥し、

* ” 状の終状態へ近付けていき ま し た 。  「 一 」 。言 う までもな く 、でき上がった作品はズ夕ボロです。
「 や っば こ っ ちのほ う が きれいだ一」。 負け惜しみが虚しく響きます。  先生が示した一例以外の解釈とい う

のは 、存在しなかったのでし ょ うか 。  そんなこ とは絶対にないと 、今でも固く信じています。

体験その3  ( 夕 イ ト ル : 版 画 )  :小学校低学年の頃です。図画工作の授業で、初めて彫刻刀を使つ た版画

がお題として与えられました。木版画ではなく、ゴム版を使った版画でした。私は、  “大切にしていた自転

車に乗った私” をモチーフに版木作りを開始しました。  はは ぁ な る ほ ど 、  先生が仰つた よ う に ス イ ス イ彫れ

ます。ところが、開始後2 0分もしないうちから周囲のお喋りがはじまり 、だんだん騒がしくなってきました。

私は、 たいして気にもかけずに作品の完成を目指していました。  さ て 、  授業もほぼ終 り とい う段になって周

りを見渡した私はガクゼンとなってしまいました。  何 と 言 う こ と か 、  私以外の児董たちの作品は、 ゴム版に

描いた絵の鉛筆の線を角刀でなぞって彫つただけのものだったのです。  言 う ま で も な く 、  でき上がった版画

は、 “エッジ抽出&白黒反転画像”  状態の作品ばかりです。 「一」。早くでき上がるはずです。丸刀や平刀

が泣いているぞ。  小丸刀はどうした。  結局私は、 休み時間も昼休みも費やし、  意地になって作品を完成に導

きましたが、  でき上がった作品とは裏月更に何か釈然としない気分だけが残されてしまいました。  初めての彫

刻刀に慣れるというその授業の主旨を全うすればそれで良かったのでしょ うか。  そんなことは絶対にないと 、

今でも固く信じています。

ここで、多くを語るっもりはありません。上述の幾つかの話題から、何かを感じとって頂ければ幸いです。

A T R は 、  様々な個性や会社にっいての懷の深い組織だと、  今でも固く信じています。
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第一回 A T R  M I C  A R T - Science - A T R ワ ー ク シ ョ  ツプを開催
( F i r s t  A T R  M I C  A R T - Science - A T R  Workshop )

ATR知能映像通信研究所では、 工学と芸術の境界領域に関するワ ー ク シ ョ  ツ プ、 第一回AT R  MIC

ART - Science - ATRを、  5月 1 3日 (月 ) と 1 4日 (火 )の 2日間にわたり開催いたしました。この分野の
第一線で活躍している国内外の研究者・芸術家200名以上が参加し、 活発な議論が行われました。

AT R知能映像通信研究所では、  「 マルチ メデ ィ  アを駆使した新しいコ  ミ ュ ニケー シ ョ  ンの創出」 を

目標に 、研究を進めてお り ます 。その 1つの新しい試みと して 、 C G アーテ ィ ス ト を メ ン バーに加え 、

工学者 と ァーテ ィ ス ト の 連 携 に よ り 新 し い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 方式 を 作 り 出 す こ と を 行 つ てお り ま す 。

こ の ワー ク シ ョ ッ プ で は 、 イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ アー ト 、  ヒ ューマン イ ン夕フ ェ一スなどの立場から 、工

学 と ァー トの境界領域の研究状況、工学とアー トの協力のありかた、  また今後の方向性などにっいて、

最新の研究状況の発表、研究課題の議論、意見の交換の場を設けました。講演者には、坂根厳夫博士

( 国 際情報科学芸術アカデ ミ ー学長 )  を 始 め と し て 、  国内外から この分野に携わる多数の著名なアー

テ ィ ス ト 、 工 学者 を招待 し ま し た 。

具体的には、  中津社長 に よ る A T R に お け る アー ト & テ ク ノ ロ ジ一研究の進め方に関する基調講演の

後、 「 デ ィ ジ タ ル 文化 と バーチャル社会」、  「 科学とアー ト」、 「 アー トと科学」、  「科学におけるアー

ト 的 ア プ ローチ」、 「過去および未来におけるアー トと科学の関係」、  「 A T Rにおける研究状況 」  の 6

つのセッシ ョンで計 1 6件の講演が行われました。また、  2日目の講演終了後に、アー ト と工学の具体的

な協力の進め方、問題点、知的所有権などにっ い て 、 約 1 時 間 半 に わ た っ て パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の

場を設けました 。  さ らに 、当研究所の成果見学会も実施し 、 MIC & M U S E , M I C  Exp1orat ion Space、

顔の認識 ・ 合成 、歩行 / 走行アニ メ ー シ ョ ン の 自 動 生 成 、 メ デ ィ ア ハ ン ド リ ン グ シ ス テ ム、 トーキ ン グ
ア イ 、  力感覚生成装置を見学して頂きました。

聴講者からは、  具体的な目標を掲げて、  アーテ ィ ス ト と 工学者の共同研究を開始 してい る と い う 意味

では 、  A T R の 試みは世界的に見て も先端的であ る と の意見お よび今後 と も 定期的に こ の種の ワー ク

シ ョ ッ プ を開催して欲 しい との要望を多数頂き ま し た 。

坂根厳夫博士 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 風 景

◆主 催 A T R知能映像通信研究所

◆日  時 平成 8年 5月 1 3日  ( 月 )、14日 ( 火 )

◆場 所 A T R大会議室

〇参加者  招待講演者ならびに A T R か らの講演者の他 、  大学、 関係する研究機関を中心に22 4名

が参加

1 3
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第 5 回人工生命国際会議 ( A r t i f i c i a l L i f e  V )  を 後援

第5回人工生命国際会議(Art i f i c i a lL i fe  V )が、去る5月1 6日  ( 木 ) ̃ 1 8目  (土 )  の3日間にわたり奈

良県新公会堂において開催されました。 ATR人間情報通信研究所は本会議を後援するとともに全面的な

会議運営に ・協力しました。

人工生命あるいはその方法論と  しての進化的計算論は、 人工知能やニュー ラ ルネ  ッ ト に替わる新しい

情報処理パラダイムとして極めて先端的・挑戦的であり、 2 1世紀に向けた研究展開や新技術開発に対す

る潜在力の大きさから世の中の注目を集めっっあります。

米国以外での開催は今回が初めてとなった第 5回人工生命国際会議では、  コ ン ピ ュー タ科学を始め、

生物学、物理学、化学、遺伝子工学、機械工学、哲学・芸術まで、超分野的な世界の研究者。技術者が

一堂に会 して 、  哲学的な議論から文化や芸術への影響も含め、 基礎から応用にわたる重要な諸課題に関

して最新の研究成果の発表。討論が行われました。

招待講演では 、計算論の大家 A . バー ク ス 教授 ( ミ シ ガ ン大学 ) 、 重複進化論の提唱者大野  乾博士

( シ テ ィ オ ブ ホープ研究所 ) 、 人工知能 ・認知科学のビ ッ グ ・ ネーム M . ミ ン ス キー教 授 ( マ サ チ ュー

セ ッ ツ工科大学 ) 、 昆虫 ロ ボ ッ ト で有名な三浦宏文教授 ( 東京大学 ) 、  さ ら に 、  J . コーザ 教 授 ( ス 夕 ン

フ ォ ー ド 大 学 ) が 遺 伝 的 プ ロ グ ラ ミ ン グ 、 T . レ イ 客 員 研 究 員 ( A T R ) が ネ ッ ト ヮ ー ク - テ ィ エ ラ に っ
いて講演を行いました。  また、  人工生命の応用へ向けた研究展開を可視化する試みとして、  人工生命に

関 連 す る コ ン ピ ュ 一 夕 ・ グ ラ フ ィ ッ ク ス 、 ハーチ ャ ル 。 リ ア リ テ ィ 、 ゲーム 、 音 楽 、 そ し て 進 化 ロ ボ ッ

ト のデモ展示など多彩なイベン ト も実施 されま した 。

A . バー クス教授の講演風景 大野 乾博士の講演風景  哲学関連パネル討論風景

◆主 催 第5回人工生命国際会議組織委員会

◆後  援 A T R人間情報通信研究所、 N T T ヒ ューマ ン イ ン夕 フ ェ一 ス研究所

◆日  時 平成8年 5月 1 6日  ( 木 ) 、 1 7 日 ( 金 ) 、 1 8 日  ( 土 )

◆場 所 奈良県新公会堂

◆参加者数 国内外から約510名 ( 日本、  米国など1 6カ国 )



ATRでは、 先端分野の第一線の研究者の方をお招き し、 その分野の最新の動向等をご講演頂く ATR科

学技術セミナーを開催していますが、 はじめての試みとして、一般市民の方々を対象に加えた市民公開講

座を開催しました。

第42回 96年5月15日 (人間情報科学 第33回)

市民公開講座 「マルチ メデ ィア ・ コ ン ビ ュ一夕 ・人工生命 」

市民公開講座 「マルチメデ ィア ・ コンピュ一夕 ・人工生命 」を奈良県新公会堂において開催しました 。

第 5回人工生命国際会議 ( 1 6 ̃ 1 8 日 ) に先駆けて 、奈良県 ・奈良市のご後援の下 、 A T R と第 5回人工

生命国際会議組織委員会との共催によって実現したものです .

柿本善也奈良県知事の開会ご挨拶、並びに、葉原耕平ATR副社長 (当時 )

柿本善也知事

の主催者挨拶の後、 マ ル チ メ デ ィ ア ・  コンピュ一夕  ・人工生命、  それぞれ

の分野で世界を代表する3名の講師の方々からご講演頂きました。池上徹

彦NTT基礎技術総合研究所所長 ( 当時 )  か ら は  「 マ ルチ メ デ ィ ア が創造

する新しい世界 」 にっいて、人工知能の父と呼ばれるマー ビ ン ・ ミ ン ス

キ一米国マサチューセッツ工科大学教授からは「コンピュ一夕と人類社会」、

そ し て 、  ト ーマ ス ・ レ イ A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所 客 員 研 究 員 か ら は

「ディジ夕ル生物の進化と生態系」にっいて分かりゃすくぉ話し頂きました。

この市民公開講座には、  一般市民約340名を含む約650名の方々が参加さ

れ、古都・奈良の能楽堂を舞台に紹介される最先端の研究に触れ、  しばし

未来に思いを馳せる一時 を 過 ご し て 頂 く こ と が で き ま し た 。

葉原耕平副社長 池上徹彦所長 マービン・ミンスキ一教授  トーマス・レイ客員研究員ｫ

その他の開催状況 »

第41回 96年4月10目 (人間情報科学 第32回)

米国における人工知能とコンピュータ関連事情  Toshinor i  M u n a k a t a ( ク リ ーブ ラ ン ド州立大学 )

米 国 ク リ ー ブラン ド州立大学の宗像俊則教授に 、主 と して二つの内容をご講演頂きま した 。教授は

Commu n i c a t i o n s  of the A C Mや I E E E  E x p e r t の編集などA I関連の広い分野で活躍されています。

「実践的A Iの現状と今後の見通し 」  に関 して 、  最近のA I関連研究とその成果を産業への貢献可能性の

視点から論 じて頂 き 、 A T R での研究テーマ に関 し て も コ メ ン ト を 頂 き ま し た 。

〔お問い合わせ先〕  A T R科学技術セ  ミ ナ一事務局

人間情報科学担当 FAX ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 0 0 8  E - m a i l m i e k o @ h i p.a t r . c o . j p
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e,報道発表

脳が作るやわらかい腕  (脳の運動制御に関する論争に決着)

一マン 。マシンインタフェ一スの改善にも一

ATR人間情報通信研究所とNTT基礎研究所は共同で、  運動中の腕のかたさを計測することに世界で初

めて成功しました。  運動中の腕のかたさは脳による運動制御の仕方を反映するものと考えられており、  今回

の研究成果によって、  月1x1が命令を出し っばなしにするのではなく運動に伴つて時々刻々に計算を行い筋肉に

指令している こ とが明らかにな り ま した 。

これにより脳の研究者間の論争に終止符が打たれるとともに、  今後のマンマシンインターフ ェー スの改善

にもっながっていくものと期待されており、主要全国紙及び地方紙に大きく掲載されました。なお、本論文

は4月5日付けの米国科学論文誌「サイェンス」 にも掲載されました 。

会話調の話し言葉をコ ンピュータで認識

一夢の音声翻訳実現へ一歩前進一
ATR音声翻訳通信研究所は、 通常の会話に現れる自然な話し言葉の音声をコンピュ一夕で認識する技術

の開発成功を6月24日報道発表しました。 コンピュ一夕での音声の認識は、 文法に従つた文章を明瞭にゆっ

く り と話す朗読調の話し言葉ではこれまでにも実現されていましたが、  「 え一と、  予約をお願いします、 一

泊、 6月2 4日なんですが」といった会話調の話し言葉を扱えるものは初めてで、数千語を対象とし、ほぼ実

時間で認識を行うこ とができます。  今回、 研究開発に成功した音声認識技術は当研究所が目指す自然な話し

言葉の音声翻訳通信の大きな手がかりになるもので主要全国紙及び地方紙に大きく掲載され、  テ レ ビ ・ ラ ジ

オニュースでも取り上げられました。

8Af ,R1株主総会開催

去る  6月21日、 東京大手町の経団連会館においてATRグループ9社の株主総会ならびに取結役会が開催

されま した 。  今回の総会を機に、  ATR創立以来10年にわたりグループの発展に尽力された日裏泰弘代表取

結役社長及び葉原耕平代表取締役副社長が退任し、 新たに三浦一郎氏が代表取結役社長に、 酒井保良氏が代

表取結役副社長に就任いたしました。

なお、 日裏前社長は相談役として、 葉原前副社長は顧問として、  今後もA T Rの発展のためにご指導いた

だ く こ と に な り ま し た 。



e学研都市あれこ ・れ

キ ヤ ノ  ンエコ ロ ジー研究所訪問

今回は、 ATRと同じ精華・西木津地区にあるキヤノンェコロジ一研究所を訪問しました。  「キヤノ

ン 」 と聞 く と 、 カ メ ラや 0 A 機器のイ メ ー ジが強く、エコロジ一研究所ということで、環境に対して優し

い0A機器や光学機器などを研究開発されているというイメ ー ジを抱いてお伺いしました。

研究所は木津川台の閑静な住宅群の中に違和感なくとけ込んでいて、 「共生」を基本理念として掲げて

いるキヤノンは、 この研究所の存在自体も環境への配慮を第一と考え、 周囲の住宅との共生を行っている
ようです。例えば、屋根は、周囲の住宅に圧迫感を与えないよう軒高を低くしてあります。また、周辺住

民のプライバシーの問題に対しては、 住宅地側の一階には窓を設けず、 二階テラスの壁を高くし、 夜はブ

ラインドを自動的に下ろすょう、  きめ細かな配慮がなされています。 また、騒音や振動を外に出さないよ

う、空調やポイラ一等の設備類を建物の真ん中に集めています。他にも、 いろいろと工夫がなされ、 エコ

ロジーのキヤノンらしい対策がふんだんに施されています。

☆エコ 口 ジ一研究所の設立のいきさつ

キヤノンは関西方面に伊賀上野と長浜の二つの工場しかなく、  機会があればぜひ関西の中心に拠点を欲し

い と考えていた と こ ろ 、  関西文化学術研究都市という素晴しいプロジェクトのお話があり、  進出をきめられ

たよ うです。関束系の企業というイ メージの強いキヤノンにとって、関西の皆さんに少しでも親しみを抱い

ていただきたい とい う願いもあ る との こ とです 。

エコロジ一研究所は、93年3月にオープンし、現在約12 0名の所員が働かれています。所員のほとんどの

方は転勤者で、 当初は生活インフラが不備で戸惑いもあったよ うですが、  豊かな自然にかこまれていながら、

京都 - 大阪・奈良にも近いこの土地での生活が今ではすっかり気に入つて、  持ち家をされる方も少なくない
よ う で す 。

★研究内容

現在、 エコロジ一研究所で取り組まれている主なテーマは、 太陽電池と複写機の感光ドラムの研究開発で

す。感光ドラムはコピーの性能を左右する重要な部品ですが、アモルファスとい う半導体を使うこ とで、そ

の耐久性と画質の飛躍的な向上を実現されました。現在は、より良い画質をより安く提供できるよう 、品質

とコストダゥンを目指した研究開発に取り組んでおられます。

また、  同じアモルフ ァ スを使つて太陽光発電システムの研究開発もされています。  太陽電池は、 次世代の

ク リ ー ンエネルギ一実現のため大きな期待をされています。キヤノンの取り組むァモルファスシリコン太陽

電池は、 従来の結晶夕イプに比べて初期劣化が大きく、  光を電気に変える変換効率が低いという大きな課題

があ り ま し たが 、  キヤノンではこの問題点を解決し、  8 % という変換効率の量産化技術を確立されました。

17
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結晶夕イプの15 %にはおよばないものの、  製造コス  トが安いため、  生みだされる単位電力当たりの原価には

大差な く 、 さ らに量産によってよ り安 くでき る可能性をもっています 。それは 、アモルフ ァ スは薄膜である

ため原料が少なくて済むことと、  太陽電池の製造に必要とするェネルギーが結晶タイプの三分の一以下であ

る た め 、 よ り ク リ ー ンで経済的であるということです。他にも大面積セルが作れ、軽くて、柔軟で、壊れに

くいという特徴があります。

キヤ ノ ンでは これ らの利点を さ ら に向上 させ る こ と で 、 よ り ク リ ー ンでより安く、地球環境に優しいエネ

ルギーの供給を目指しているとのことです。

☆商品開発

現在、 日本の政府は太陽電池の普及促進のため、 住宅の屋根に着目し、 その設置工事に対し補助金を出す

とい う施策を行つています。  同様の施策は海外でもいろいろな形で実施されています。  こ の よ う にェネル

ギ一問題は地球規模で考えなければならない大きなテーマです。

キヤノンでは、  このェコロジ一研究所の成

果であるアモルファスシリコン太陽電池の特

徴を活かし、 屋根材一体型太陽光発電システ

ムの商品化に成功し、 今年 6月よ り販売を開

始されました 。

A T Rの向かいにある住宅都市整備公団の

学研都市展示場の屋根は、 キヤノンの太陽電

池を使つた屋根材で作られています。  一見し

て、 デザイン ・色 と もに自然な普通の屋根に

近いものです。屋根材と一体化することで、

太陽電池を屋根工事と一緒に設置できるため、

工事費用を安 く ぉ さ え る こ と がで き 、 よ り 経

済的である上に、  軽量で建物への負担が少な

くて済みます。

このシステムでっくられた電気は、家庭用

電力として使用されますが、  余つた分は電力

会社に買 う と き と 同 じ値段で売る こ と がで き ます 。  つまり一般家庭であまり電力を必要としない昼間は、

余つた電力を電力会社に売り、 反対に発電量の少ない夜間には電力会社から買い、 その差額だけ支払えば良

いわけです。 電力会社にとっても 、  家庭で余つた電力を工場やオフィスでの需要が多い昼間に利用できるの

で 、 メ リ ッ ト が 生 じ ま す 。

他にもいろいろな用途が考えられています。  阪神淡路大震災のような災害時にも大きな力とすることがで

き る で し ょ う 。  また、地球上の4割の人たちがまだ電気の恩恵を受けていないとも言われています。電線が

なくても太陽光さえあれば、  必要な場所で簡単に電力が作りだせる太陽電池が役立つこととなるでしょう。

今回の訪問で、 キヤノンの共生という理念にかなった研究開発が行われているように感じました。  毎日の

生活の中で、 あまり環境問題などを意識しないことの方が多いと思いますが、  「 も っ とェコロジーに対して

敏感であらねば 」 と思いました。



〇研究成果展開

研究成果一覧を作成

ATRでは,  1996年3月末をもって10年にわたる研究活動を終了した、 通信システム研究所と光電波通信

研究所の研究成果をそれぞれ取りまとめた冊子を作成しました。

通信システム研究所では、各種通信システムにおいてソフトゥェアに重点を置いた基礎研究をおこない、

通信の高度化・知的化を図るために ,,

① 通信ソフ ト ゥ ェアの生産性向上、サー ビス間の競合検証、ソフトゥェア改造時の波及範囲の抽出等を

ねらい と し た ソ フ ト ゥ ェ アの自動生成

② 受け手主体の次世代テレビ会議システムの構築をねらいとした臨場感通信会議への知能処理応用
③ 臨場感通信会議のための画像処理等の信号処理

④ ネ ッ  ト ヮー ク や データベースでの情報漏洩を事前に検出するセキュリティ

の 4つのサブテーマに分けて研究を進めてきました。

光電波通信研究所では、 将来、 無線通信が最も重要な役割を果たす移動通信、 衛星・宇宙通信の分野に重

点を置き、  これらに共通に必要となる高機能伝送系および小型・軽量化通信系のための基礎技術の確立を目

的に、

① 小型・軽量、高効率、大容量の通信が期待できる「光衛星間通信」

② 複雑な電波環境におけるインテ リジェン トな機能の発揮が期待できる 「 ア クテ ィブアンテナ」

③ 移動通信に特有の厳しい電波伝播条件を克服するための「信号処理・干渉除去」

④ 携帯型端末の小型化等に必須な、 無線周波数帯における ( ア ナ ロ グ )  「回路小型化」

⑤ 新しい物性や物理現象を利用し、従来に無い新しい電子デバイスや光デバイスの実現を目指す「通信

用デハ、イ ス 」

の 5つのサブテーマに分けて研究を進めてきました。

今回作成した「研究成果一覧」では、これらの研究成果を「特許権」  「 ノ ウ ハ ウ ( 開 示資料 ) 」  「 ソ フ ト

ウ ェ ア 」  「テクニカルレポー ト 」毎に整理し、概要を紹介しています。

両研究所の10年にわたる研究で得られた成果は、 今後の高度情報化社会を構築する上での重要な要素技術

と し て 、  世の中に幅広く貢献できるものと期待していますので、  ご活用をお願いします。

研究成果一覧 (通信システム研究所)  A 4 判  全79頁

研究成果一覧(光電波通信研究所)  A 4 判  全80頁

〔お間い合わせ〕㈱国際電気通信基礎技術研究所 開発室

TEL(0774 )951193  FAX ( 0 774 ) 9 5 1179

1 9
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〇研究成果展開

N T T情報館  「P L A - N E T」 で研究成果を展示

N T T の マルチ メデ ィ ア ・ エ ン夕テ イ メ ン ト ・ ス ポ ッ ト  「PLA - NET」でATRの研究成果が常設展示さ
れています。 PLA - NETは、子供から大人の方まで楽しみながらマルチメディアを体験できる様々なシ
ステムを展示する情報館です。 この情報館は5つのソ ー ン(*)に分かれています。 その内の知覚の王国

「エルドラド」  (プレイングゾー ン )に A T R関連の 「サイバーハンド」、 「ニュー ロ キ ッ ズ : ミ ッ ク 」 、

「A - VOLVE」 (**)が展示されています。

A T R で は 、  NTT東海支社様に、  お客様がマルチメディ  アの可能性を体感できるシステムと  して提案し、

採用していただきました。  「 サ イバーハン ド 」  はAT R通信システム研究所の  「臨場感通信会議システム」

をベースに、仮想物体を操作することによ り臨場感のあるコ ミュニケー シ ョ ン を体感でき るシ ステム と し て

作成したもので、NT T束海支社様に 「 サ イ バーハン ド 」  と名付けていただきました。  「=ユーロ キ ッ ズ :
ミ ッ ク 」は 、 A T R知能映像通信研究所の作品で、感情のコミュニケーシ ョ ン エー ジ ェ ン ト ・ ミ ッ ク 君 が 登

場し、お客様に喜怒哀楽のイン夕ラクティブな体感をしていただくものです。  「 A-VOLVE 」はお客様が

水權の中を泳ぎまわる生命体を創造し、 その生命体と一緒にイン夕ラクティブな仮想世界を作り上げ楽しん

でもらいます。

名古屋にお出での節は、 是非、 P L A-N E Tにお立ち寄りいただき体験してください。

サ イ バ、 ーハ ン  ド ニューロ キ ッ ズ :  ミ ッ ク

**

A - V 〇  L V  E

所在地:名古屋市東区東桜1丁目1 3番3号  N H K名古屋放送センター ビルB 1 F 、  8 F

* : P L A - N  E Tは、  以下の5つのソー ンから構成されています。

e見聞の扉 「 ラ イ ブ ゲー ト1  ( イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ソー ン)
e交流の楽園 「 シ ャ ング リ ラ 」  ( イ ン 夕 一 ネ ッ ト ソー ン )
e知覚の王国「エルドラド 」  ( プ レ イングソ ゛一ン )
e創造の都 「デルフィ 」  ( ク リェイ テ ィ ブ ソ ゛一ン)
eNOW MU L T I  M E D I A ソー ン

A - VO L V Eは、  ソ ム ラー & ミ ニ ョ ノ ー (現ATR知能映像通信研究所研究員)  が N T T - I C Cの支援のもとに、
ATR人間情報通信研究所で制作したものです。

〔お問い合わせ〕㈱国際電気通信基礎技術研究所 開発室

TEL (0774 ) 951193  FAX(0774 ) 951179



e登録特許の紹介

特開平04-312915 No.2050965
G aA s  (111) A面基板の表面処理方法

G a A s  ( 1 11 )  A面へのMBE成長は、成長面が荒れ易いという問題がある。本発明は、滑らかでかっ光

学及び電気特性を向上させるため、 従来方法と違う方法を考案した。

具体的には、  N H 4 0H系溶液でのエ ツチング処理と成長直前に、  あ る一定量以上のAs蒸気を照射しなが

ら適切な基板温度で熱処理することで、  表面を原子レベルで滑らかにできる様になった。

特開平05-216085 No.2046829
半導体光素子

従来の対称自己電気光学効果素子 ( S-S E E D )  は、 素子のオン及びオフ状態での信号光強度がそれぞれ

一定値にな る よ う に 、  2つの量子井戸あるいは超格子p i nダイオー ドで構成されていた。

本発明では、p i nダイオー ド内にありバンドギャップが異なる半導体層で吸収される 2種類の波長を制御

光及び信号光として用いることで、  1 つ のダ イオー ドと抵抗から構成された簡単な素子構造においてS-

S E E Dと同等の特性が得られる。

特開平04-295957 No.2520331
ニュー ラ ル ネ ッ ト ヮークの学習方式

ニ ュー ラ ル ネ ッ  ト ヮー クにおける学習方法において、  従来法は教師信号を学習デ一夕がクラスに属するか

否かで、 0 または 1を与える方法だった。

本発明では、 学習デ一夕のクラスに対する類似度を事前に求め、  これをニュー ラ ル ネ ッ  ト ヮー クの教師信

号と して学習する方法である 。 この こ とに よ り 、無理な識別空間を形成する こ と な く 、汎化なニュー ラ ル

ネ ッ ト ヮー クを形成することができるばかりでなく、第 1位のみならず第N位の識別能力が向上する。

AT Rの取得した特許・実用新案権限は有償で利用できます。  これらの特許権等の実施およびノウハウの

供与にっいては下記に問い合わせ下さい。

㈱国際電気通信基礎技術研究所 企画部開発室

TEL (0774 ) 951193  FAX ( 0 7 7 4 )951179

e受賞

★電子情報通信学会 論文賞 (1996年5月18日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

木構造話者 ク ラ ス タ リ  ン グ を

用いた話者適応

小坂 哲男

松永 昭一

ATR音声翻訳通信研究所

第1研究室  研究員

第1研究室  主任研究員

木構造話者クラスタ  リ ングアルコ' リ ズ ム を

用いた高速な話者適応方法を提案した。 こ

の話者適応方法では、少数のサンプルで話

者適応の効果が得られる。

★平成 8 年度  情報通信月間郵政大臣表彰 「団体の部」 (1996年6月13目)

受 賞 者 受 賞 理 由

国際電気通信基礎技術研究所 研究開発による情報通信の普及 ・ 発展への多大な貢献が認められ受賞

☆京都府危険物安全協会連合会表彰 ( 1 9 9 6年6月8日)

当事業所での油タンク等危険物施設への、 目常における安全対策等保安確保が認められ、  表彰された。
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eイベントカレンダー

開催日 名 称 場 所 問 い 合 わ せ 先

9 月 4 日 ( 水 )
̃ 6 日 ( 金 )

けいはんな
プ ラ ザ

(ATR向かい)

ATR人間情報通信研究所
a(0774)951011I E E E  N N S P ' 9 6

9 月 9 日 ( 月 )
̃ 1 1日 (水 )

C-S T A R  ]lI (音声翻訳研究の国際コンソー
シ ア ム ) 会 合

A T R ATR音声翻訳通信研究所
a(0774)951301

9月20日(金) 日本音響学会聴覚研究会 A T R ATR人間情報通信研究所
a(0774)951011

1 1月8日(金) 第 9回 A T R 研究発表会 A T R 国際電気通信基礎技術研究所
企画部 a(0774)951172

e所員往来

平成 8 年 4 月  2 日 よ り  7 月  1 日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( ただし、  6ヵ月以上滞在の方のみ掲載)

採用  年月日 A T R 所 属 氏 名 出向元等

H 8 .  4 .  85 .  15 . 15 .  75 .  76 .  16 .  16 .  36 .  3

6 . 14
6 . 11

7 .  17 . 17 .  17 .  17 .  1

( 映 )第一研究室  研究員

( 映 )第四研究室  研究員
( 人 )第三研究室  研究員

(国 )企画部開発室研究技術員

(国 )企画部開発室研究技術員
( 映 ) 第四研究室  研究員

( 映 )第五研究室  研究員
( 人 )第五研究室  研究員

( 人 )第五研究室  研究員

( 環 ) 第 四研究室  室長
( 音 ) 第一研究室  研究員
( 国 ) 総 務 部  部長

( 音 ) 第一研究室  研究員

( 環 ) 第一研究室  研究員

( 環 )第二研究室  主任研究員
( 環 ) 第四研究室  研究員

Ku n t a l S e n g u p t a
羽尻公一郎
Ger t  v a n  Ton d e r

鈴木  秀昭

重兼  史尚
佐藤  潤一

下嶋 篤
M a x  Ber tho l d

A n n i k a  Ber tho ld

江上 典文
山本 博史

石川 克己
西野 淳士
野崎 正典
原田  良雄

劉 雲

イ ン ド

N T T ソ フ  ト ゥ ェ ア
N T T ソ フ  ト ゥ ェ ア
N T T ソ フ ト ゥ ェ ア

松下電器産業

ス ウ ェ 一デ ン

(Chalmers Univ .of Tech. )
ス ウ ェーデ ン

(Institute of OpticalResearch)
N H K
C S K
住友金属工業

日本ディジタルイクイップメント

沖電気工業
東洋情報システム

中国

退職  年月日 復帰先等 氏 名 A T R所属

H 8 .  5 .  31
5 .  31

6 .  6

6 .  29
6 .  30
6 .  30
6 .  30
6 .  30

日本ディジ夕ルイクイップメント

ソ ニー

N H K
N T T
豊橋技術科学大学
C S K

英国(Un i v . of Southampton)
英国(Un iv . of Southampton)

山口  毅
大西 通博
渡辺 敏英
岸野 文郎
宇野 洋二
玉川 浩
Chir i s t ine  S h a d l e
A n d r e w  Cu r r i e

( 音 ) 第一研究室

( 人 )第四研究室

( 環 ) 第四研究室

( 映 )第一研究室

(人 )第三研究室

( 人 )第四研究室
( 人 )第六研究室
( 人 )第六研究室

2 2





A T R ジ ャ ーナル23号掲載記事の訂正

A T R ジ ャ ーナル23号の記載内容に一部誤 りがあ り ま したの

で、  以下のとおり訂正させていただきます。

訂正箇所

テクニカルレポー トの公開 (32頁)

ATR音声翻訳通信研究所 .

誤 正

抹 消
抹 消
抹 消

IT- 75
IT-119
IT-124

GENERIC …・・
Layered・・・・・
Probabilistic ・・・・

編集後記

A T Rは、  この度、 三浦新社長、 酒井新副社長を迎え、

新たな体制で創立11年目をス夕一トすることになりました。

私たち編集委員も 、本誌を 、新たな A T Rにふさわしい

内容に充実してい く と と もに 、今後 と も 、 A T R の活動成

果の一端を、 お知らせできればと思つておりますので、  皆

様方の一層のご支援をお願いいたします。

(環境適応通信研究所企画課長 佐藤芳彦)

ATR Journa1第24号 1996年8月1日発行

e発行・編集

e製
e定
作

価

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

〒619-02
京都府相楽郡精華町光台2丁目2番地

(0774)951111(大代表)

学会センター関西

300円(税込・送料別)

本誌記事の無断転載を禁じます。ｩ

1996 ( 株 )国際電気通信新解究所



ATRグループのご紹介 ATRグループは電気通信分野における基礎的・独創

的研究の一大拠点として内外に開かれlた研究所を設立

する構想のもとに産・学 ・ 官の幅広いご支援をぃただ

き1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている4つの研究会

社(4R&D会社)と、既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている4つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の9つの株式

会社の総称です。

4R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの

出資70%、 民間約140社からの出資30%で構成されてい

ます。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対し、

建物スペー ス・研究施設の貸与・研究者の確保・派遺、

研究資金の出費、研究企画の支援、各種事務の援助など、

総合的な支援を行うとともに4成果管理会社に対する

研究成果の管理 ・ 販売などの各種の支援を行つていま

す。

ATRのWWWホームページのご案内

アドレス  http://www.atr.c〇.jp
役に立つ様々な情報を公開しています。今後も随時拡充予定です。

皆様のアクセスをお待ちしております。

ATR ジ ャ ーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

◆ATR  Journa1新規講読申込

◆テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番 号 : T R -  -

口ご意見、ご要望等

TE  L :  (0774)951177
F A X :  (0774)951178

口送付先変更連絡

口研究用ソフトゥェア購入申込
【ソフトゥェア名整理番号:

変 更 後 変 更 前 変更事由

送 フ リ ガ ナ
お 名 前

口人事異動

口住所変更

口その他付

先

送 り 先

会 社 名

部 署 名

T E L

ご意見ご要望

〇 A T R  ノ ヤ ーナルのこ11想人希'11、 述付先変更等をお'bせドさる場合には
〇11l_付:11:変更?外については、 生更後のf?に必要'M 1 を こ l二入願います,

1 .iにご ,1:人のl -、 FAX等てこ産イ 1 'トさい,




